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第３学年 国語科学習指導案

令和７年９月 26日(金)２校時

３年３組４０人(３年３組教室)

指導者 教 諭 佐 多 雄 児

１ 単元名 言葉を吟味して俳句を創作する

参考教材 「俳句の世界」（三省堂 現代の国語３）

２ 単元設定の理由

本単元は、言葉の力を養うための様々な学習活動を段階的に導入することによって語彙力を高め、

より豊かな表現を追求していくことで、自分の思いや心の動きが的確に伝わる俳句を創作できるよ

うになることを目指して設定する。俳句の創作には、非常に限られた字数の中で自身の伝えたい内

容を緻密に表現することを求められる。そのためには、これまでに学んできた言葉を想起し、精選

する必要がある。何気なく触れてきた無数の言葉の中にも自分の思いや伝えたいことを的確に表現

できるものがあることに気づき、言葉を吟味し、よりよい表現を模索していこうとする意欲を高め

ることにつなげられると考え、本単元を設定した。

学びの材料として教科書教材「俳句の世界」を用いて、俳句についての基本的な事項を確認し、

複数の名句を鑑賞しながら俳句の魅力や面白みを味わう。多種多様な言葉や様々な句風の俳句に触

れることで、俳句創作の動機付けとさせたい。また、他学年の生徒が創作した俳句を教材として活

用し、鑑賞した後に一つを選択したうえで添削文の作成も行う。語彙力や表現上の工夫の仕方が未

成熟な他学年の生徒の作品を添削することで、さらに思いの伝わる言葉を選ぶことができないか、

もっと工夫を凝らすことはできないかなど、思考をめぐらせてよりよい表現を目指すために言葉を

じっくり吟味させたい。

なお、本単元は一学期から三学期にかけて年間を通して継続的に取り組むことで、語彙の習得や

表現力の向上において、より深い学びを実現することができる。語感を磨くには、日々の積み重ね

と繰り返しが不可欠であり、時間をかけて多様な言葉に触れ、吟味し、表現を試行錯誤することで、

生徒一人ひとりの言語感覚が育まれていく。学期をまたいで学びを継続することで、生徒の成長を

長期的に見取りながら、より豊かな言葉の世界を築いていくことができると考える。

３ 単元の目標

(1) 表現したい思いや情景にふさわしい語句や季語を選び、語感を磨いて語彙を豊かにすること

ができる。 〔知識及び技能〕語彙(1)イ

(2) 文章の構成や表現の仕方について評価することができる。

〔思考力、判断力、表現力等〕読むこと C(1)ウ

(3) 文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などについて、自分の意見を

もつことができる。 〔思考力、判断力、表現力等〕読むこと C(1)エ

(4) 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関

わり、思いや考えを伝え合おうとする。 「学びに向かう力、人間性等」



- 2 -

４ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① 表現したい思いや情景に ① 「読むこと」において文 ① 粘り強く活動に取り組み、

ふさわしい語句や季語を選 章の構成や表現の仕方につ 言葉を吟味したり、他者と考

び、語感を磨いて語彙を豊 いて評価している。 えを伝え合ったりして、より

かにしている。 ② 「読むこと」において文 よい添削文や俳句を作ろうと

章を読んで考えを広げたり している。

深めたりして、人間、社会、

自然などについて、自分の

意見をもっている。

５ 単元の指導計画(全８時間)

時 主たる学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等

１ １ これまでの俳句の授業や学習 ・ 俳句について知ってい

を振り返る。 ることなどを発言させる。

２ 単元の目標を確認し、学習の ・ 単元の流れを示し、学

見通しをもつ。 習のイメージをもたせる。

【単元の学習目標】

一 言葉を吟味し、様々な工夫を

学び、俳句を創作しよう。

３ 俳句のきまりや特徴について ・ 「語順」「切れ字」「一

確認する。 物仕立て」「取り合わせ」

など基本的な事項を確認

学 できるようにする。

４ 俳句から得られる「五感情報」 ・ 俳句を提示し、そこか [知識・技能]①

について確認する。 ら連想される「五感情報」 ノート、観察

をまとめさせる。 ・ 五感情報に関わる

２ ５ 「俳句十句」の俳句を鑑賞し、 ・ 俳句から読み取れる作 具体的な事物を連想

期 心に残ったものを選ぶ。 者の心情、五感のイメー し、自分の言葉で説

ジ、工夫等に触れながら 明している。

鑑賞文をまとめさせる。

６ 選んだ俳句の魅力について交 ・ ペアやグループ等は特

流する。 に指定せず、自由に交流

できるようにする。

３ ７ 一学期の学習を振り返り、俳 ・ 他学年の生徒が作成し

二 句の添削文作成の学習の見通し た俳句の添削を行うこと

をもつ。 を確認させる。

学 ８ 添削文の作品モデルを示し、 ・ 作品モデルを読み、ど [知識・技能]①

添削文を作成するための視点に のような視点から添削文 ワークシート、観察

期 ついて確認する。 が書かれているか確認さ ・ 語句や季語に着目
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俳句に対する評価の視点 せる。 しながら、添削文を

⑴五感のイメージ 構成するための観点

⑵工夫されている点 を読み取っている。

⑶季語や意味の重複

手直しの視点

⑴俳句に取り入れたい言葉や

二 工夫

⑵言葉や工夫についての根拠

４ ９ 添削文作成の題材となる俳句 ・ 他学年の生徒が作成し [思考・判断・表現]①

を選択する。 た俳句を、作者の意向を ワークシート、ロイロ

添えて四つ提示する。 ノート、観察

・ 四つの俳句の中から一 ・ 確認した観点を生

学 つ選択することとし、誰 かし、必要な情報に

がどの俳句を選択したか 着目して添削文を作

分かるようにする。 成している。

・ 俳句の作成者の思いに [主体的に学習に取り組む態度]①

寄り添いながら添削する ワークシート、ロイロ

ことを確認させる。 ノート、観察

期 ５ 10 方法を選びながら添削文を作 ・ より考えを深めて添削 ・ 俳句をよりよく添

本 成する。 を行える学習形態を自由 削するために自己の

時 に選択できることとする。 学びを振り返ったり

・ 同じ俳句を選択して添 他者と協働したりし

６ 11 作成した添削文を交流する。 削を行った者同士のグル ている。

ープで交流した後、自由

に交流させる。

７ 12 これまでの学習を振り返り、 ・ 意見を出し合い、俳句 [主体的に学習に取り組む態度]①

俳句を作成する。 のテーマを決定する。 振り返りシート、ワー

三 ・ 言葉の学びを想起し、 クシート、観察

テーマに合った俳句を創 ・ これまでの学びを

作する。 生かし、言葉を吟味

８ 13 句会を行う。 ・ ロイロノートを活用し、 しながら俳句を創作

学 心に残った俳句とその根 している。

拠をワークシートにまと [思考・判断・表現]②

める。 振り返りシート、ワー

14 単元を振り返る。 ・ 振り返りシートに、単 クシート、観察

期 元の学習を通じて学んだ ・ 様々な俳句を鑑賞

ことや今後に生かせそう して感じた俳句の魅

なことをまとめる。 力や面白みを意見と

してまとめている。
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６ 指導に当たって

本単元は、鹿児島県中学校国語教育研究会の以下にある研究課題に関連して授業設計を行った。

【課題１】 生徒が、言葉で表される話や文章を目的に応じて理解したり表現したりする際に、

解決すべき課題を見いだし、どのように学ぶのか調整しながら、主体的に考え、異

なる立場の者と協働的に対話や議論を行い、新しい解や納得解を生み出す授業デザ

イン。

【課題２】 生徒が、言葉への自覚を高め、言葉で表される話や文章を理解したり表現したり

し、言葉の理解や表現について改めて吟味する授業デザイン。

鹿児島県中学校国語教育研究会「研究方針 2024」より抜粋

これらの研究課題を踏まえて以下の手立ての工夫を行った。

(ア) 教材や学習形態等を自由に選択できるようにし、自分の学習状況に応じた最適な学び方を

模索したり、調整したりできるようにする。

(イ) 教材の選択や交流活動において自分と異なる立場(選択)の者と意見交換する場を設定し、

視野を広げ、新たな考えを生み出せるようにする。

(ウ) 「振り返りシート」を用いて生徒自身が自己の学びを振り返ることができるようにする。

また、生徒一人一人が主体的に学べているか、粘り強く学習活動に取り組めているかなどを

見取ることができるようにする。

(エ) 一学期から三学期にかけて、言葉に触れ、語感を磨くための学習活動を段階的に推進し、

言葉の力を高められるようにする。

７ 本時の指導計画

(1) 目標

よりよい俳句の創作に向けて、これまでの俳句の鑑賞や作品モデルの分析等を生かし、他者が

作成した俳句の添削文を作成する。

(2) 本時の学習過程（５／８時間）

過程 主な学習活動 形態 指導上の留意点 評価する内容

(時間)

１ これまでの内容を振り返り、 全体 ○ 振り返りシートやワー [主体的に学習に取り組む態度]

本時の学習の見通しをもつ。 (４分) クシートを見直して、本 ①観察

時の見通しをもてるよう ・ 振り返りシー

導 にする。 トやワークシー

２ 本時の活動を確認する。 全体 ○ 学習形態は自由に選択 トを見返して、

【学習目標】 (５分) してよいことを伝える。 本時の見通しを

これまでの学習をもとに、 ○ 誰がどの俳句を添削す もとうとしてい

入 俳句の添削文を作成しよう。 るかを電子黒板上に表示 る。

し、個別最適で協働的な

学びにつながるようにす

る。
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３ 学習形態を工夫し、学びに 個人 ○ 以下の点に留意させな [思考・判断・表現]

活用できるものを取捨選択し、 ペア がら取り組むことで、学 ①ワークシート、

添削文を作成する。 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 習者がそれぞれのアプロ ロイロノート、

(27分) ーチで学習目標の達成に 観察

向かうことができるよう ・ 確認した観点

にする。 を生かし、必要

展 【学習教材・教具】 な情報に着目し

・ワークシート て添削文を作成

・振り返りシート している。

・タブレット（ロイロノー [主体的に学習に取り組む態度]

ト資料箱にヒントカード） ①ワークシート、

・参考書籍コーナー（教卓 ロイロノート、

周辺に設置） 観察

【学習方法】 ・ 俳句をよりよ

開 ・個人、ペア、グループを く添削するため

選択 に自己の学びを

・参観の先生方のアドバイ 振り返ったり他

スを頂いても良い 者と協働したり

４ 俳句の添削例を共有する。 全体 ○自身の添削文の推敲に生 している。

(５分) かせそうなことに着目さ

せる。

５ 本時の振り返りを書き、添 個人 ○ 推敲が必要な生徒は本 [主体的に学習に取り組む態度]

削文をロイロノートで提出す (７分) 日中に提出するよう伝え ①振り返りシート

終 る。 る。 ・ 粘り強く活動

末 ６ 今日の学びと次時の確認を 個人 ○ 自己の学びと次時の内 に取り組み、自

行う。 (２分) 容を確認させる。 己の学びを振り

返っている。

(3) 板書計画
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を
よ
り
際
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

添
削
文
モ
デ
ル
②

【
添
削
前
】

体
育
祭

鉄
砲
響
く
や

秋
空
に

作
者
の
コ
メ
ン
ト
：
こ
の
俳
句
は
、
体
育
祭
の
日
の
光
景
を
思
い
出
し
な
が
ら
作
り
ま
し

た
。
そ
の
日
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
で
、
秋
晴
れ
の
空
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
そ
の
き
れ
い
な
空
に
、
よ
ー
い
ど
ん
の
鉄
砲
の
音
が
心

地
よ
く
響
き
渡
っ
て
い
る
様
子
を
俳
句
に
し
ま
し
た
。

【
添
削
後
】

鉄
砲
の

音
を
吸
い
込
む

秋
の
空

添
削
前
の
作
品
を
鑑
賞
し
て
み
て
、
徒
競
走
の
出
発
を
告
げ
る
乾
い
た
鉄
砲
の
音
を
想
像
し
た
。
ま
た
、
こ
の
俳
句

に
は
倒
置
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
り
、
切
れ
字
の
「
や
」
を
使
う
こ
と
で
俳
句
の
印
象
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
た
り
、

よ
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
な
と
感
じ
た
。
た
だ
、
「
体
育
祭
」
と
「
秋
空
」
は
ど
ち
ら
も
秋
を
表
す
季
語
で
あ
る
た
め
、

季
語
の
重
複
が
発
生
し
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
。

私
は
作
者
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
「
空
」
が
俳
句
の
中
心
に
な
る
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
と
思
い
、
「
音
を
吸
い
込
む
」

と
い
う
表
現
を
取
り
入
れ
た
。
擬
人
法
を
用
い
、
季
語
の
重
複
を
解
消
す
る
こ
と
で
、「
空
」
が
俳
句
の
主
役
に
な
り
、

そ
の
日
の
空
の
広
大
さ
や
美
し
さ
が
よ
り
伝
わ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。
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☆

添
削
文
の
書
き
方

手

直

し

す

る

前

の

俳

句

俳
句
の
作
者
の
コ
メ
ン
ト

手

直

し

し

た

後

の

俳

句

添
削
者(

自
分)

の
コ
メ
ン
ト

【
一
段
落
目
】

【
二
段
落
目
】
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「
俳
句
の
世
界
」
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

４
／
８

氏
名
（

）

①
選
ん
だ
俳
句
・
・
・
【

】

②
選
ん
だ
理
由

③
俳
句
を
鑑
賞
し
て

・
五
感
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

・
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
は
？

・
季
語
や
意
味
の
重
複
は
な
い
か
？

・
そ
の
他
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ど
の
俳
句
を
添
削
す
る
？

～
候
補
作
品
集
～

【
１
】

陽
炎
が

外
の
温
度
を

示
し
て
る

か

げ

ろ

う

作
者
の
コ
メ
ン
ト
：
窓
か
ら
外
を
見
た
ら
陽
炎
が
見
え
て
、
「
外
は
絶
対
暑
い
だ
ろ
う
な
」

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
と
き
の
心
情
を
俳
句
に
し
ま
し
た
。

俳
句
に
「
夏
」
や
「
暑
い
」
と
い
う
ワ
ー
ド
を
使
わ
な
く
て
も
夏
ら

し
さ
、
暑
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

【
２
】

か
き
氷

心
が
踊
る

風
物
詩

作
者
の
コ
メ
ン
ト
：
夏
休
み
に
、
父
と
一
緒
に
し
ろ
く
ま
（
か
き
氷
）
を
食
べ
に
行
っ
た

と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
俳
句
を
作
り
ま
し
た
。
注
文
を
し

て
、
し
ろ
く
ま
が
来
る
ま
で
ず
っ
と
心
が
踊
っ
て
、
楽
し
い
気
持
ち

だ
っ
た
こ
と
を
表
現
し
ま
し
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
味
で
す
。

【
３
】

も
み
じ
た
ち

今
日
も
歩
道
を

色
づ
け
る

作
者
の
コ
メ
ン
ト
：
い
つ
も
歩
い
て
い
る
道
が
も
み
じ
に
よ
っ
て
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
光

景
を
思
い
出
し
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
、
登
校
す
る

道
が
、
秋
に
な
る
と
た
く
さ
ん
の
も
み
じ
で
う
め
つ
く
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

【
４
】

冬
休
み

み
ん
な
で
こ
た
つ
に

も
ぐ
り
こ
む

作
者
の
コ
メ
ン
ト
：
冬
と
い
っ
た
ら
、
こ
た
つ
が
思
い
浮
か
ん
だ
の
で
こ
の
俳
句
を
作
り

ま
し
た
。
毎
日
寒
い
の
で
、
冬
休
み
の
間
は
よ
く
家
族
み
ん
な
で
こ

た
つ
に
も
ぐ
り
こ
み
ま
す
。
み
ん
な
で
こ
た
つ
に
入
っ
て
ゆ
っ
く
り

す
る
時
間
が
私
は
好
き
で
す
。
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「
俳
句
の
世
界
」
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

７
／
８

氏
名
（

）

①
俳
句
の
テ
ー
マ
・
・
・
【

】

②
こ
れ
ま
で
の
学
び
か
ら
俳
句
の
創
作
に
生
か
せ
そ
う
な
こ
と

③
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
よ
う
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「俳句の世界」 本時ヒントカード一覧

どんな言葉を使えばよいか迷う人へ！ 意味の細かな違いを生み出したい人へ！

（ヒントカード①） （ヒントカード②）

五感のイメージがわきやすい言葉を探してみ 助詞の一文字を入れ替えるだけで、俳句の印

よう。 象や雰囲気は変化する。

１．視覚…風景や色彩を感じさせるものなど 【比べよう】

２．聴覚…擬音語や音を連想させるものなど 日が暮れた鹿児島の空(に)花火かな

３．嗅覚…香りを連想させるもの 日が暮れた鹿児島の空(へ)花火かな

４．味覚…風味を連想させるもの 日が暮れた鹿児島の空(は)花火かな

５．触覚…肌触りを感じさせるもの 日が暮れた鹿児島の空(も)花火かな

上五をどうしようか迷う人へ！ 中七をどうしようか迷う人へ！

（ヒントカード③） （ヒントカード④）

上五を「○○○○や」という切れ字を用いた 中七をしめくくる切れ字の「や」は、俳句の

形にすることによって、俳句の味わいや趣が変 途中にホッと一息のようなバランスをとる働き

わる。 をしてくれる。

【比べよう】 【比べよう】 かぶとむし

①古池(や)蛙とびこむ水の音 ①ひっぱれる糸まっすぐ(や)甲虫

②古池(に)蛙とびこむ水の音 ②ひっぱれる糸まっすぐ(に)甲虫

下五をどうしようか迷う人へ！⑴ 下五をどうしようか迷う人へ！⑵

（ヒントカード⑤） （ヒントカード⑥）

体言止めを用いることで、俳句らしい安定感 下五の切れ字「かな」「けり」は、しみじみと

をもたせることができる。 した心情を感じさせる。

【比べよう】 【比べよう】

①斧入れて香におどろくや冬木立 ①雪とけて村いっぱいの子ども(かな)

②冬木立斧入れて香におどろくや ②雪とけて村いっぱいの子ども(たち)


